
 

   
 

 



 

 

        



 



網も魚の中に入れているから、甲皮魚類と書いても差し支えない．

いまからおよそ5億年の昔、オルドウ ” イス紀という時代に、ホヤの幼生は遂（こ ＂魚” となっ

た ．といって、 コイやマグロといった、すいすい泳ぐ魚を想像してはいけない。出来立てホヤホヤ

の魚だから、多くを期i寺するのは無理というものである．代表としで、頭に甲をかぶっているから

頭甲類と、きわめて単純に名付けられた 一群の魚に登場してもらおう。 ここて1枚絵を見せれば説

明が簡単なのだが、頭甲類の絵ぱ前号ですでに出してしまったから、ここでは再録しない。 どうし

ても見たい人は、 26号953ページを開いてほしい。もっとも▲、私が画いた絵だから、苦労して

まで見る値うちばない。

大きさは 20~3 0 センチくらいて、頭部はがん丈な骨質の箱となり、 そのてっぺん（こ・ 目が 2

っ、下側にアコのない口が1つ、丸く開いている。体の後半は縦長のウロコにおおわれ、上半分が

長ふ伸びた、 サメ型の尻尾（こ終るo頭と体の境いのあたりから左右（こつき出した胸びれのようなも

のがついているが、棒のような形で、現在の魚の胸びれのように、i永ぐの（こ役立ったと1ユ思えない。

あとて説明するが、 この魚はいつも水底にぱりついていて、滅多（こ泳がなかった。 といっても、だ

れも見た者ぱいない． そこてこの胸びれ状の突起ば、 泳ぐためてはなく水底をぱいまわるためのも

のてあった（こちがいない、 というこ'.”とになっている。これももちろん、本当かどうか1こわからない。

現代ても、 リクルー トの株の行方のように、本当のことばたいていわからないのだから、 5億年昔

の本当のことなど、わか るぱずはない。 ついで（こ、これも本当のことかどうかわからぬ話をつけ加

えておくと、 この ＂胸びれ＇’ は、今の魚の胸びれと(2関係がない、ということになっている。今の

魚はこの頭甲類の子孫ではなく、したがってその胸びれが今の魚（こ受（ナ継がれ＜きたはずばないと

いうわ；ナである。 ては 、なせi司•じようなところに同じようなものを生やもでいるのか． どうも、水

の中に住んで魚の形をした生き物,:、ここに突起を生やしたくなるらしゃヽ。より科学的に言えば、

そうした方が生活により便利となる 一 それほど “科学的＂ な説明とも思えないが ・ー というわ

けだが、そんなこと言．うと 彎 それがいかに生活（こ役立っているのかを説明しなければならぬハメ（こ

ぉちいるから、ここてはあくまで魚の趣味て押し通すことにする． 「カラス、 なせ鳴くの？ カラ

スの勝手てしょ」の精神てある。

さて 、化石からわかるのは、その形だけてある。 それがどんな生活をしていたかば、直接知る

ことi：てきない。 とこるが、生き物の形•と0う•もの（よ、、．ずいぶん色々なことを語ってくれる。 クジ

ラを見て地上を歩いていた生き物だと．だれも思わないし、 ゴジラが空を、可んでいたと想烹する人；ま

いないだろう。も っともべ0から火を吐くとも思えないが··生物ぺそれぞれ特有の主活をしている。

その生活をうまく行な うために、 自分の体の形をいろいろに変えているのである． そこて、生物の

形をこまかく観察すると、その生 e物がどんな生；舌を．していたかが、だいたいわかるのてある．

頭甲類の目は頭のてっぺん．（こ．；つ．い 'f·`"ロヽ•これば、:敵が常に頭上からやって（るということを
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